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菊川の未来 ～様々な世代が住みやすい街に～ 

     

六郷小学校６年２組 中村香穂 

 

  私の住んでいる菊川市は、自然がいっぱいの緑豊かな街です。菊川市のあちらこちらに

は公園、駅の近くには児童館などの公共施設があり、福祉施設も充実していて、お年寄り

や子供達が暮らしやすい環境の整ったよい街だと思います。 

 しかし、その一方で若い世代の大学進学にともなう菊川離れは菊川市が抱える問題の一

つだと思います。大学に進学した多くの若い人達は、就職先がないなどの理由で、都会で

の生活を余儀なくされています。実際に私の家の地区でも、二十代の若い世代がどんどん

減る一方で、お年寄りはとても増えています。若い世代が減ると、人口減少につながった

り、後継者不足につながったりすると思います。 

 三年生の時、菊川市のお茶の学習をしました。菊川の茶産業は素晴らしく、深蒸し茶発

しょうの地のお茶として、多くの人々に愛されています。しかし、その学習では、お茶農

家の後継者不足を知りました。菊川市の恵みである茶産業も、後継者がいなくては成り立

たないと思います。そこで私は、若い世代が関心をもてるように、特に都会に住む人を対

象にしたお茶農家体験ツアーを考えました。お茶農家に数日間とまって、お茶摘みやお茶

作りを実際に体験してもらうのです。大変なことももちろんあるでしょうが、お茶ととも

に生きるよさを味わってもらえると思います。また、お茶の消費を上げ、お茶農家を助け

るために、自分が摘んだお茶が自分専用のおかしになるような仕組みをつくったらどうで

しょうか。カップめんやおせんべいの工場で行われているような仕組みを、お茶を使った

おかしにも取り入れるということです。どんな人も、お茶への親しみが増すと思います。 

 以前、「昔は、電車で菊川駅を降りると両側に商店街があって、とてもにぎわっていた。

今は、シャッターが閉まってしまったけれど、五丁目には映画館があったんだよ。スーパ

ーなどの食品を売っているお店も今より多く、洋服屋さんやくつ屋さんもたくさんあった

んだよ。」と祖母から話を聞きました。私は、若い世代が輝く活気ある街を取り戻したいと

考えました。例えば、ふだん気軽に行くことができる商業施設があったらどうでしょう。

いろいろなお店が入った商業施設なら、たくさんの人が買い物に訪れると思います。イン

ターネットで魅力的な情報を発信すれば遠くからお客さんを呼ぶこともできるかもしれま

せん。この施設の一角に、菊川市をＰＲする場所をつくれば、一石二鳥はないでしょうか。 

若い世代の働く場所が増え、今よりもっと魅力的になれば、菊川の未来はみんなが輝いて

生活しやすく、自然がある中で産業が発展していく便利な街になると思います。 
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｢人がいっぱい集まってくるまち 菊川｣ 

 

小笠南小学校６年１組 松下 碧 

 

 ぼくは、菊川市を人がいっぱい集まってくるまちにしたいです。その理由は、ぼくが生

まれたまち菊川をたくさんの人に知ってもらいたいからです。菊川市にはたくさんのよさ

がありますが、そのことをたくさんの人が知っているかというと、そうは思いません。よ

さがあってもたくさんの人に知ってもらわないともったいないと思うのです。菊川市を PR

するために、市外の人や外国の人たちにパンフレットを配れば菊川市のよさが伝わると思

います。しかし、パンフレットをただ配るだけでは何の PR にもなりません。受け取った人

がすぐに捨ててしまうこともあるでしょう。パンフレットにも工夫をほどこすことが必要

だと思います。内容や色づかい、持ち運びやすい大きさ、様々なことを考えなければなら

ないと思います。内容は菊川市のオススメスポットやおいしいものを紹介し、写真や地図

なども入れて見やすい色づかいにすると良いと思います。オススメの商品がどこで手に入

るのか、詳しく分かると思うからです。大きさは観光客が手にしながら歩けるように、片

手で持ち運べるくらいの大きさが良いでしょう。みなさんは菊川市のどんな所をオススメ

しますか？ぼくがオススメする場所は“炭焼きレストランさわやか”です。菊川市はさわ

やか発祥の地です。ぼくの担任の先生もさわやかのハンバーグを絶賛しています。おいし

そうな写真を掲載し、食べた人の感想なんかものせれば、｢食べてみたい｣と思う人も増え

ることでしょう。 

 また、菊川市をたくさんの人に知ってもらうために、ぼくは、“きくのん”に目を付けま

した。きくのんをもっと有名にすれば、菊川市の PR になり、たくさんの人が菊川市に興味

を持ってくれると思います。ぼくも菊川市に住んでいますが、“きくのん”についてあま

り知りませんでした。頭に湯飲み、おなかに急須が付いていることも最近知りました。な

ので、市外の人は余計知らないと思います。“きくのん”について知ってもらえれば、菊

川市のゆるキャラがいるということだけでなく、いっしょにお茶が有名だということまで

知ってもらえます。深蒸し茶発祥の地として有名な菊川を PR するために、“きくのん”も

パンフレットにのせて使えば良いと思います。 

 このように菊川市のゆるキャラきくのんを使って、菊川市の良さを伝えていけば、菊川

市に興味を持って、来てくれる人も増えるでしょう。もし、人が増えなかったとしても、

菊川市に良い印象を持ってくれんじゃないでしょうか。そして、その人たちが周りの人に

良さを伝えることで、どんどんつながりができ、菊川市が有名になっていくのではないで

しょうか。今まで以上に菊川市に人がいっぱい集まってくるように、きくのんとパンフレ

ットを使って PR する方法を提案します。 
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よりよい菊川市のために 

 

加茂小学校６年２組 西田 奈夏 

 

私たち加茂小では、４月から菊川市のことを調べてきました。私たちとしては菊川市は、

お茶が有名で、自然が多く、きくのんというかわいいご当地キャラがいる素敵な町だとい

う結論が出ました。しかし、親や親戚、近所の方などにアンケート調査をした結果、思っ

た程、菊川市の魅力が知られていないことに気付きました。社会科見学で静岡市の登呂遺

跡に行った際に行ったインタビューでは、きくのんを知っている方は、六十一人中たった

の一人という結果が出ました。これには、私たちも驚き、ショックを受けました。もう少

し知っている人がいてほしいし、菊川市の魅力がたくさんあるのにと思ったからです。 

そこで、私たちは、菊川市のよさをもっと広めていきたい、そして菊川市をよい魅力あ

る町にしていきたいと考えました。 

 今回、子ども議会という場があることを知り、学級で話し合い二つのことを提案させて

もらいます。 

一つ目は、菊川市に道の駅をつくるというものです。道の駅をつくることで、菊川市の

よさをアピールしやすくなると考えました。人がたくさん集まる道の駅には、その土地の

名産品や特産品がたくさんあります。また、試食・試飲コーナーがあったり、休日にはご

当地キャラとのふれあいイベントが催されたりします。これを菊川市で行えば、菊川茶の

よいＰＲになると思います。試飲コーナーなどでおいしさや健康にも良いことなどを伝え

れば効果も大きいと思います。くずしゃりなどの名産品も一度味わえば、また買いたくな

るおいしいものだと思います。菊川の農家さんの野菜を並べることで、地産地消にもつな

がり、菊川の農業の活気も出ると思います。 

 二つ目はＳＮＳ等による情報の発信です。インターネットによる情報ツールは、一度に

たくさんの人に見てもらうことができる大変有効な手段だと勉強しました。菊川のよさを

発信していけば、世界中に広がっていきます。ただ、その反面、正確性に欠けたり、良く

ない情報も広まったりするなどのデメリットも考えられます。そこで、なんでも情報を発

信するのではなく、菊川市のブルーベリー農場や黒田家代官屋敷などの菊川の名所にＱＲ

コードを置き、ＱＲコードを読み取るときくのんのＬＩＮＥスタンプがもらえるという案

を考えました。菊川に訪れた人だけがもらえるという特別な感じも素敵だなと考えました。

この案は、スタンプラリー風にして景品をつけたり、菊川の商店で使える割引券がもらえ

たりするなどの菊川市に人が集まるための発展したかたちも考えられると思います。 

 私達は今菊川市について学習している途中です。これから市役所の方に話を聞いたり、

他の市の様子を学習したりしていきます。今の提案もより進化させていけたらと思います。 
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「未来の菊川について考えよう」 

 

菊川市立小笠東６年１組 赤堀 友香 

 

 みなさんは、未来の菊川市のことを考えたことがありますか。私はチャレンジという授

業で、菊川について勉強するまで考えたことがありませんでした。では、今まで菊川市に

住んでいて、未来の菊川について考えたことがある人もない人も、この機会に一緒に考え

てみませんか。 

 私は未来の菊川は、住んでいる人も多く、観光客が多いまちにしていきたいと考えまし

た。その理由は、面積９４．１９㎢に対して、人口は１６，８１１世帯４７，８２３人と

いうように面積の割には人口が少ないからです。それに、今は老人が多く子どもが少ない

時代です。だから、親と子どもが安心して暮らせて、親子に人気の子育てがしやすいまち

にしていきたいと思います。そうすれば若い世代の人たちが増え、人口が増え続けると思

います。 

 菊川市は、東海地方で育児をしやすい市ランキングで１位になったことがあります。そ

の時と同じようなことをすればいいと思います。例えば、児童館や安心して子どもを預け

られる子ども園などを菊川市内にもっと増やせば、親子が入ってくると思います。それに

アパートやマンションと子ども園を合体させた住みやすい場所、環境を作ればいいと思い

ます。今は、父母同じように働く時代です。それに、保育士が少ない時代でもあるので、

保育園に入れない子どもが多いそうです。だから、東京のように仕事場と子ども園を合体

させたアパートやマンションをたくさん菊川市に作ればいいと思います。 

次に、子どもが遊べる施設を作ればいいと思います。静岡市にある科学のことを知ること

ができる「るくる」や、御前崎市の原発の近くにある「浜岡原子力館」のように、静岡に

は遊びながら科学を楽しく学べる子ども施設があります。このような施設を菊川市にも作

ればいいと思います。菊川市には、季節感のある施設がとても少なく。子どもが楽しめる

施設は限られています。だから、屋内のプールや公園、冬にはスケートができる施設を作

ったり、子ども園の遊具をもっと増やしたりすればいいと思います。そのために、菊川市

の税金をたくさん集めて、楽しい環境を作ることに使ってほしいです。このようにしてま

ずは、観光客を増やすことを考えるだけでははく、菊川市の人口を増やすことから考えた

方がいいと思いました。 

 さて、ここまでは人口について考えてきました。次は、観光客を増やすことについて考

えていきます。観光客を増やすには、まず菊川の特産物を増やせばいいと思います。では、

今の菊川にはどんな特産物があるのでしょう。私が市役所の方に聞いた話によると、菊川

市の特産物は、お茶、ちゃまめ、だそうです。その他にも米、メロン、キャベツ、トマト、

オリーブ、そら豆も特産物にして行きたいと考えているそうです。これらの物も菊川市の

特産物にして、もっと菊川市を PR し、少しでも観光客が増えるといいなと思います。 

 このようにして、人口が増え子どもがたくさんいて、観光客も多く来る活気のあるまち

が、私の目指す菊川市の理想像です。 
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「人がいっぱい集まるまち 菊川」 

 

学校組合立牧之原小学校６年１組 山崎 叶翔 

 

ぼくは、菊川市を人がいっぱい集まるまちにしたいと思っています。菊川市を人がいっ

ぱい集まるまちにするために、３つのことを考えました。 

 １つ目は、スポーツを有名にすることです。今年、平昌オリンピックでカーリングが有

名になりました。ぼくは、テレビでカーリングを見たとき、カーリングをやってみたいな

と思いました。そうしたら、ニュースで一般の人がカーリング場でカーリングを楽しんで

いるところを見ました。とてもうらやましい気持ちになりました。だから、自分の家の近

くか菊川市内にカーリング場があったらいいなと思いました。今、静岡県内にカーリング

場があるまちは、調べましたがありません。菊川市内にカーリング場ができれば、たくさ

んの人がカーリングをやりにくると思います。ぼくも、カーリング場ができたら、遊びに

行きます。きっと、菊川市外からも多くの人がカーリングに興味をもって遊びに来ると思

います。また、面白いな、楽しいなと感じたら一回の利用で終わることなく、二回三回と

何回でも楽しむことができます。カーリング場を造ることは、菊川市に人が集まることに

つながると考えました。 

 ２つ目は、菊川市内に大きなデパートを造ることです。ぼくは、家族で買い物に行くと

き、菊川にあまり行きません。家族で、磐田にあるららぽーとによく行きます。理由は、

ららぽーとは、大きなフードコートがあり、お店もたくさんあるからです。いつもららぽ

ーとに行くと、こんなに大きなデパートが自分の家の近くにもあったらいいなと考えてい

ました。そしたら、車での移動の時間も短くなるから、お店に長くいることができるし、

友だちと一緒に遊びに行くこともできるからです。今、菊川市には、大きなデパートはあ

りません。だから、菊川市に大きなデパートができたら、人がたくさん集まってくるので

はないかなと考えました。 

 ３つ目は、菊川市のゆるキャラ、「きくのん」をもっと有名にすることです。今年の二月

に、牧之原小学校にきくのんが来てくれました。その時、きくのんは大人気できくのんを

知らなかった人たちもきくのんを知るきっかけになりました。きくのんが菊川市内だけで

なく、菊川市外の色々な場所に行って宣伝活動をすればもっとみんなに知ってもらえて有

名になるのではないかと思いました。また、よくテレビや CM を見るとくまもんやふなっし

ーをはじめ、たくさんのゆるキャラが出ています。しかしぼくは、テレビや CM できくのん

を見たことがありません。テレビや CM、またパンフレット等できくのんをアピールして菊

川市が有名になれば、今以上に人が集まってくると思います。だから、きくのんがもっと

有名になればいいなと考えました。 

 以上３つのことが菊川市に人がいっぱい集まってくるきっかけになると考えました。 
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「菊川市をよりよくするために」 

 

小笠北小学校６年２組 岩本瀬央 

 

 私は家族みんなで菊川市に住んでいます。家族がすぐそばにいてくれる菊川市が大好き

です。おじいちゃん、おばあちゃん、おじさんもおばさんも菊川市に住んでいます。家族

だけではなく、近所のおじさんもおばさんもみんなが優しく声をかけてくれます。みんな

に見守られていると思うととてもうれしいし、安心します。そんなとてもあたたかい町が

菊川市です。 

 そこで、市外の方々でも住みやすく、温かい町だということをもっとたくさんの人に知

ってもらいたいです。そのために、今よりももっと、住みやすい町づくりをすることが大

事だと思います。私が必要だと思うことが四つあります。 

 一つ目は、事故、犯罪が少ない町です。毎日スクールガードさんがわたしたちの登下校

を見守ってくれています。とても安心して学校へ通うことができます。みんなでルールを

守れば、事故も犯罪も減ります。 

 二つ目は、自然が豊かな町であることです。4 月は菊川公園の桜が満開になり、五月に

はお茶が緑色のじゅうたんみたいになって、六月は田植えされた田の水がキラキラかがや

いていて、秋には稲で黄色のじゅうたんになるたんぼがたくさんあります。これからもず

っと季節を感じられる町でい続けてほしいです。 

 三つ目は子育てしやすい町にもっとしていくことです。私が住んでいる菊川市では、昔

に比べて子どもの数が減っているため、空き教室が増えてきました。その教室を利用して、

地域の人たちが利用できるコミュニケーションの場所にします。地域の人と一緒に菊川市

のことを勉強したり、色々な人たちと交流したりすることができればとっても楽しい場所

になると思います。 

 四つ目は、お母さん同士が仲良くなれるようなカフェつき公園を作ります。子どもせん

用カフェもほしいです。みんなで楽しく子育てできる環境になれば菊川市の人口が自然に

増えると思います。人口が増えれば、町も元気になると思います。そして、ぜい金をおさ

める人が増え、菊川市にお金がたくさん入ってきます。 

 そのお金で菊川市アピールせん用のレストランを建てます。菊川市でつくったお茶や、

野菜、果物を使って、料理やデザートを出します。きくのんには入り口でお客さんをいっ

ぱい呼びこんでもらいます。茶ラリーマンには、レジで会計をしてもらいます。きっとお

客さんは喜んでくれると思います。 

 菊川市の自然を生かして、花などたくさん咲いているところにお店を建てて、自然いっ

ぱいの中で食事ができるようにしたいです。できれば、ロープウェイをつけて、菊川市全

体が見えるようにしたいです。 

 たくさんの人に、菊川市の良いところを知ってもらえば、たくさんの人に菊川市に来て

もらえると思います。私はこの菊川市がこのままずっと良い町でいてもらいたいです。 
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「人と人がもっと関わりあう町」 

 

河城小学校６年２組  武藤 真帆 

 

 私は、未来の菊川が、人とのつながりがもっと深まる町になってほしいです。私は、今

の菊川は、近所づきあいが良い方だと思います。しかし、すべての人が近所づきあいが良

いというわけではありません。菊川市に住んでいる人の中には、家の中で、ゲームやまん

がばかりの生活をしている人もいるかと思います。私がなってほしい菊川はそんな菊川で

はありません。そこで、ゲームやまんがばかりの人にも、人との関わりが楽しいことを知

らせることが大切だと思います。 

 そのために、私は方法を２つ考えました。 

 １つ目は、「呼びかけ看板」を作ることです。呼びかけ看板とは、「だれにでもあいさつ」

など、こうしたら人とのつながりが深まるということを書いた看板です。私は島田市に、

「明るいあいさつ」と書いた呼びかけ看板があるのを見つけました。そして、島田市の友

達がだいたい明るいことにも気づきました。明るいのは、看板のおかげでもあると思いま

す。ですから、菊川市のあちらこちらに、人とのつながりに関係のある標語を書いた看板

をおけば、人とのつながりがもっと深まるのではないかと思います。 

 でも、「看板を見なかったら、意味がないのではないか」と考える人もいるかもしれませ

ん。そこで２つ目の方法です。 

 ２つ目の方法は、人との関わりを増やすイベントを開くことです。私が住んでいる河城

地区では、以前、「郷土かるた大会」が開かれていたそうです。この大会には、子どもばか

りではなく、ＰＴＡの方々も参加してくださっていたそうです。私は、子どもから大人ま

で楽しめるかるた大会は良いと思います。しかし、今、かるた大会を開いても、人が集ま

らないと思うので、みんなが感心のあるイベントを考えました。例えば、ドッジボール大

会や、おにごっこなどを、みんなで行えば良いと思います。あと、河城学区では、地区大

会を行っています。地区大会とは、地区対抗でのミニ運動会のようなイベントです。しか

し、運動会とは少し違うところがあります。それは、運動が苦手な子も楽しめる種目があ

ることと、大人も参加できることです。私は、運動が苦手な子も楽しめ、さらに子どもか

らお年寄りまで参加できると、みんなが楽しめて良いと思います。しかも、この地区大会

に参加することで、今まで知らなかった人とも、関わり合えることができます。今は、河

城地区だけで行っていますが、その輪を広げ、中学校別などの、菊川市全体で行ったら良

いと思います。 

 このように、人とのつながりを深める方法はいろいろあります。この２つの方法なら、

建物を建てることもないので、お金もあまりかかりません。しかも、興味を引くために、

みなさんにとって興味深いイベントにしてあります。私はこの２つの方法を取り入れて、

未来の菊川の住民が、仲良く、そして、楽しく過ごせる菊川市にしたいです。 
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こんな町にしたいな 未来の菊川 

        

六郷小学校６年１組 栗田小暖 

 

  私は、生まれてから十二年間ずっと菊川市に住んでいます。正直に言うと、原宿など東

京の大都会にも少し興味があります。しかし、都会は時々遊びに行くのはいいけれど、住

みたいと思ったことはありません。静岡県は東京ほど大都会でもないし、すごく田舎でも

ない。交通機関を使えば、ディズニーやユニバーサルスタジオにも行けるちょうどいい位

置にあるのが私は好きです。そして、今住んでいる菊川市も同じで、毎日がおだやかで、

地域の方々に見守られて安心して暮らしができるこの町が大好きです。 

  そんな菊川市の中でも、私は噴水公園から赤レンガ倉庫までの歩く道がお気に入りです。

その理由は、私が菊川で一番好きなイベントの「夜店」で友達と歩けたり、お母さんと一

緒に行った「まめまめマーケット」のふんい気が印象に残っていたりするからです。その

噴水公園が、今よりもっとすてきになったら、人がたくさん集まるのではないかと思いま

す。そのために、転んでいたくないように芝生にしたり、季節のお花を植えてみたり、小

さな子どもを連れたお母さんや、お年寄りたちが休けいできる日かげを作って、ベンチを

増やしたりするといいと思います。また、夏は噴水で水遊びができて、ソフトクリームや

フレッシュジュース、菊川のお茶で作ったスイーツなどを買えるおしゃれなお店があれば、

若い人たちにも人気が出るのではないでしょうか。そして、週末には、年れいや国せきに

関係なく交流できる音楽やスポーツのイベントを企画したらどうでしょうか。お年寄りか

らは昔話を、外国人からは外国語を教えてもらうこともできます。子どもたち向けに紙芝

居の読み聞かせや色々な勉強会などをひらいてみるのもいいかもしれません。そんな活気

のあふれる公園に行けば、わくわくするような楽しいこと、様々な人と出会えるチャンス

がたくさんできます。笑顔あふれる公園です。  そして十年後、ここで出会った二人が、

思い出の遊歩道でフラワーシャワーを浴びながら歩き、赤レンガ倉庫の前で結婚式を挙げ

られたら、なんてすてきなことでしょう。生まれ育った土地でみんなに祝福され、幸せの

ようせい、「きくのん」に見守られて結婚した二人は、きっと幸せに暮らすことでしょう。  

私は、今もそして十年後も、おだやかで温かい菊川市であることを願っています。地域の

みんなでお互いを見守り合えるような、そして、小さな子どもからお年寄りまで笑顔があ

ふれるような町であって欲しいと願っています。そんなすてきな町の一員でいられるよう、

私自身も温かな心で、人や自然、そして、この町と接していきたいと考えています。 
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お茶がさかんな菊川を目指して 

 

     小笠東小学校６年２組 福田優翔 

  

今年の総合の学習でぼくたちは未来の菊川について考えています。みんなで意見を出し

合い、市役所の人に話を聞き、調べたり考えたりする中で、ぼくが考える未来の菊川は、

やはり、もっとお茶が有名な町になってほしいということです。わけは、お茶はおいしい

けれど、全国的には有名ではないからです。三年生のころお茶について調べたけれど、菊

川のお茶のことについてはくわしく調べていなかったので、今回は菊川のお茶のことを中

心に調べてみました。 

 菊川市は、静岡県お茶生産量ランキング四位で、３９８０トンでした。県内では意外に

多い方だなと思ったけれど、お茶農家が減っていることも分かりました。なぜ減ってしま

っているのだろうと思って、出前講座に来ていただいた企画政策課の人に質問をしました。

今までお茶で働いていた人たちが年をとってしまいお茶農家をやめてしまう人や、昔に比

べて今のお茶の収入が少なくやめてしまう人がいるからだというお話をしていただきまし

た。そういえばくすりんめぐりという遠足で今年横地城に行った時、放置されたままで伸

び放題伸びている茶畑を見つけました。普通茶畑といったら、丸いかまぼこの形をしてい

るのに、なんでこんな形をしているのかなあと思いました。でもさらに、放置されている

茶畑ややめてしまう人が多いのに、生産量が増えていることが分かりました。昭和５０年

と平成１７年を比べると５００トン増えています。わけは、科学技術が進歩したからだと

思います。人が減っても生産量が増えていたので一安心しました。ですが、これ以上お茶

農家が減ってしまえば、いくら技術が進歩しても生産量が減ってしまうにちがいありませ

ん。なので、若い人たちにもっとお茶農家になってお茶をもっと有名にしてほしいと思い

ました。そのために、お茶作り体験やＰＲをして、お茶作りのよさを伝えていったらどう

かと思います。 

 クラスでの未来の菊川の発表会で友達の発表を聞き、他にも菊川にはいいところがいっ

ぱいあるなと改めて思いました。ぼくの考える「お茶」と、友達が考えていた「特産物」

や「スポーツ」と結び付けることもいいなと思うし、「ボランティア」を考えた友達からヒ

ントをもらえそうな気がします。例えば、お茶本来の良さや効能を生かし、新たな特産物

を開発し有名にする。そうすれば、町に活気が出てくると思います。活気が出てみんなが

お茶で健康になれば、スポーツも盛んになると思います。お茶農家の減少、高齢化につい

て、ボランティアの観点から手伝えることはないか考えられるかもしれません。 

 最後に、今のぼく自身にできることを考えてみました。菊川のお茶をいっぱい飲むこと、

修学旅行で菊川のお茶をＰＲすることぐらいしかありません。あとは、未来の菊川につい

てこれからも考えながら菊川のじまんが少しでも増えるように、今は大きいことはできな

いけれど、東小のじまんを増やせるように、毎日の学校生活をがんばっていきたいと思い

ます。 
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菊川エクスプローアプロジェクト 

 

加茂小学校６年１組 岸岡 璃奈 

 

「菊川エクスプローアプロジェクト」菊川市の特長や魅力を調べる活動に取り組んでい

る私たちは、活動にこの名前を付けました。 

 最初に、私たちは、「菊川市の特長・魅力は、お茶・公園・ゆるキャラ・自然・住みやす

さである」という仮説を立てました。 

 次に、仮説を確かめるために地域や他の市の方たちに菊川市の特長・魅力アンケートを

実施しました。集計してみると、仮説と大人の考える特長・魅力には少し違いがありまし

た。私たちが魅力だと考えていたゆるキャラのきくのんは、菊川の魅力にはなっていない

と考える大人もいました。 

 さらに、静岡市に社会科見学に行った際に、きくのんを知っているかインタビューをし

たところ、ほとんど知られていないことがわかりました。アンケート調査やインタビュー

調査の結果から、菊川市の情報をもっと市外へ発信する必要があることを感じました。そ

こで、私たちが話し合って考えた菊川市のよさを発信するための工夫を二つ提案させてい

ただきます。 

 大きな提案の一つ目は、ゆるキャラを生かした新商品を開発することです。例を二つ考

えました。一つ目は、和がしです。きくのんをプリントしたまんじゅうなどであれば買い

やすく、多くの人にゆるキャラのことを知ってもらえます。また、和がしは菊川茶を生か

した味にし、お茶のおいしさを伝えます。ｉＰａｄで調べたところ、すでにきくのんクッ

キーが開発されていますが、和がしの方がお手ごろな価格で、よりお年寄りから子どもま

で好まれると考えたのです。 

 二つ目は、文房具です。茶ラリーマンえん筆などなら、使いやすく、ゆるキャラを目に

する回数が増え、きくのんなどをより好きになってもらえます。また、文房具に菊川市の

特長を印刷すれば、市内や市外の人に特長を広めることができます。 

 大きな提案の二つ目は、イベントを開催することです。具体的には、スタンプラリーや

マラソン大会を考えました。菊川のおすすめの場所やお店、自然が美しいところにスタン

プを置いたり、そこを走ったりしてもらえば、ゆっくりとそのよさを味わってもらうこと

ができます。さらに、イベントのチラシに菊川市の情報をのせれば、イベントに参加した

市内や市外の人に菊川市のよさを知ってもらうことができます。この提案のよいところは、

もともと菊川市にあるものを活用しているので、新しいものを作る必要がないところです。

また、先ほど提案した新商品をイベントで売ることで宣伝の効果がさらに大きくなると考

えたのです。 

 私たちの活動は、まだ途中です。これからさらに情報を集め、よりよい菊川市の町作り

のために何ができるか考え続けていきます。 
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「自然豊かな菊川に」 

 

河城小学校６年１組  亀山 恵理子 

 

 私は、菊川市が大好きです。なぜかというと、菊川市は自然豊かで緑がいっぱいだから

です。しかし、自然を利用した施設や、緑を増やす活動は大々的には行われていません。

そこで、私は、未来の菊川市も自然豊かで緑いっぱいの菊川市であってほしいと考え、四

つの対策を考えました。 

 一つ目は、ホタルが住める場所を増やすことです。私が住んでいる河城地区は、毎年ホ

タルの里という、自然の中でホタルを実際に見ることができるイベントがあります。ホタ

ルがぽっぽっと飛び交う景色をみることが好きで、よくそのイベントに参加しています。

しかし、ホタルを見られる場所はあまり多くありません。ホタルは、水がすんでいてきれ

いな川にしか生息しないということを知りました。そこで、私はホタルが住みやすい環境

を作ることを提案したいと思います。ホタルが住みやすい環境にするために、ボランティ

アをつのりゴミ拾いをするのはどうでしょうか。そうすれば、ホタルが住みやすい環境に

なり、ホタルが見られる場所が増え菊川が自然豊かであることをアピールできると思いま

す。 

 二つ目の対策は、木や花を植える活動をすることです。今の菊川も自然豊かで緑がいっ

ぱいですが、未来につなげるためにも、もっと木や花を増やすことが必要だと考えました。

木や花を増やすことで、ホタルだけではなく他の生き物のすみかも増えると思います。ま

た、緑が増えると、地球温暖化防止にもなります。そうすれば、もっともっと自然豊かな

菊川市になるでしょう。 

 三つ目の対策は、菊川市内の小・中学校で、菊川市の自然について調べる学習を取り入

れることです。菊川市には、どんな木や花が植えられているのか、どんな生き物がいるの

かを調べることで、菊川市が自然豊かであるということを知ることができると思います。

また、自然に興味をもった子どもたちが、木や花を増やす活動にも参加してくれると考え

たからです。小さいころから、自然に対する知識をもち、自然と触れ合うことで、未来の

自然豊かな菊川市を守ろうとする思いが生まれると思います。 

 四つ目の対策は、森の中を散歩しようというイベントを企画することです。このイベン

トのねらいは、春、夏、秋、冬と季節ごとに変わる森の風景を楽しんでもらい、自然を身

近に感じてもらうことです。春は桜やうぐいすの鳴き声、夏は新緑とセミの音、秋はもみ

じや虫の音、冬は葉が落ち次の春を待ちわびている木の幹がそびえ立つ姿を、参加者に目

や耳、はだで感じてもらいたいと考えています。このイベントは、自然を感じるだけでな

くリラックス効果も期待できます。 

 この四つの対策が実現できたら、菊川市の自まんを菊川市民だけではなく、多くの人た

ちに知ってもらえ、関心をもつ人たちが増えると考えています。そして、今よりももっと

自然豊かで緑いっぱいの菊川市になると思います。 
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菊川市が魅力でいっぱいのまちにしたい 

 

         堀之内小学校６年月組 五島 春奈 

 

 菊川市に住むわたしたちが、買い物や映画など楽しいことをしようとしたら、菊川市じ

ゃないところ、浜松市や静岡市、磐田市などに行かなければいけません。社会科の歴史の

学習では、登呂遺跡や蜆塚遺跡のように遠くまで行かなければいけません。 

 菊川市では、できないのでしょうか。いえ、きっとできます。だから、菊川市の魅力を

増やし、人々の集まるまちにすることを提案します。 

 最初は、「赤レンガ倉庫」です。町の歴史であり、菊川市のシンボルでもある赤レンガ倉

庫は、わたしたちのまちの誇りです。でも、今の赤レンガ倉庫は十分に機能していません。

そこで、赤レンガ倉庫の一部を資料として残し、横浜の赤レンガ倉庫のように資料館とし

て使うことはできないでしょうか。駅前にある良さを活かし、菊川市に来た人が気楽に立

ち寄れるように、一部を喫茶部として解放し、菊川市の特産である深蒸し茶やお茶を使っ

たお土産、地場産品などを販売するのもいいかもしれません。 

 また、菊川市の歴史資料館「どきどき」のパワーアップを提案します。菊川市は、石器

時代からの歴史がある場所だと知っていますか。私は、菊川市の出前講座ではじめて知り

ました。この市役所のある「高田っ原」は古墳だったそうです。今の歴史資料館どきどき

は、登呂遺跡や蜆塚遺跡の資料館には負けています。でも、出前講座の時持たせてもらっ

た、弥生時代のつぼや古墳時代の須恵器は、ガラスケースの中ではない本物の興奮を教え

てくれました。わたしたちが暮らしているこの地面の下には、今まで菊川市で暮らしてき

たたくさんの歴史が眠っているんだということを教えてくれたのは、どきどきのみなさん

のおかげでした。菊川市の歴史に、菊川市の市民が触れることができる魅力が個々にあり

ます。赤レンガ倉庫の地区を整理し、学習する施設として活かすことができたら、菊川市

から他の地区に出かけていた人たちをわたしたちの町菊川市に戻すことができるのではな

いでしょうか。 

 私は菊川市が好きです。だから、菊川市にある魅力にもっと多くの人に知ってもらいた

いと思います。菊川市に住む人々が、もっと菊川市を好きになってもらえるように、この

二つを提案します。 
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「こんなまちにしたいな 未来の菊川市」 

 

内田小学校６年１組 藤岡 桃奈 

 

「菊川市と言えばこれ」というものが、実は思い浮かびませんでした。菊川市のゆるキ

ャラ「きくのん」もいるけれど、全国で有名なゆるキャラに比べると、あんまり有名では

ありません。観光客が遊びに来る場所もあまり無いので、観光客も少ないと思います。だ

から、私は未来の菊川市はもっと観光客が増えて欲しいと思っています。観光客が増える

とにぎやかになるので、住んでいる人も楽しくなると思います。 

今の菊川市に何があるのか調べてみました。すると、お茶・内田の田んぼアート・ブル

ーベリーの里などいくつかあることが分かりました。それをもっと全国の人に知ってもら

いたいと思いました。私が一番驚いたことは、さわやかの１号店が菊川に最初にできたこ

と、たこまんの本社が菊川市にあるということです。このことをもっとたくさんの人に知

ってもらいたいので、インターネットや市内に案内板を作って、他の県や市に負けない菊

川市の魅力を伝えたいです。 

他にも、菊川市に遊びに行こうと思ってもらえるようにしたいと思います。例えば、高

速道路インターの近くに菊川市の道の駅を作ったり、市内の真ん中にミニミニふれあい動

物園を作ったりするのもいいと思います。そこでは、お年寄りの方が働いていて、遊びに

来た人達とふれ合える公共の場所を作りたいです。そして、ここでは、色々な体験コーナ

ーがあり、小笠のブルーベリーを使ったジャム作りやお茶摘み、お茶の入れ方を体験する

コーナーを作ります。さらに、お土産売り場を作って、たこまんのお菓子を売ったり、さ

わやかの人気メニューが食べられたりするお店を作ります。また、きくのんのグッズを売

っているお店や、菊川市の魅力がつまったパンフレットなどを置くコーナーを作ります。

そうすることで、菊川市に遊びに来た観光客が、この場所を気に入ってくれ、色々な人に

広がって「菊川市に遊びに行こう。」と言ってもらえたらうれしいです。だから、そのよう

な場所を作ることを提案します。 

それ以外にも、菊川市には山がたくさんあるので、山の中にアスレチックを作ってみる

のもいいと思います。アスレチックで遊んでいると、とてものどが乾いてきます。だから、

途中に休憩場所を作って、菊川市特産のお茶を出します。お腹がすく人もいると思うので、

レストランやカフェも作って、特産のお茶を使った料理や、スイーツを出します。インス

タ映えしそうな料理を出せば、SNS で拡散され、たくさんのお客さんが来ると思います。

この中の一つでも良いから、実際にやってみて観光客がたくさん来るようになったら、お

店をもっと増やしたら良いと思います。 

子ども議会の話をもらった後、今の菊川市や未来の菊川市について真剣に考えました。

それまでは、菊川市の魅力など全然分かっていませんでした。しかし、菊川市には魅力的

な場所があるということが分かりました。私が大人になり「菊川市出身です。」と言った時、

「あの菊川市ね。」とみんなが分かるような菊川市になるといいです。そのために、まずは、

今菊川市に住んでいる人が、もっと菊川市の魅力を知る必要があると思います。 

私は菊川市が大好きです。未来の菊川市も魅力あふれ、自慢できる菊川市であって欲し

いです。 
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菊川市の歴史遺産「オット」 

 

     堀之内小学校６年雪組 勝浦 悠河 

 

みなさんは「オット」という言葉を耳にしたことがありますか？ 

大正時代から昭和初期に、菊川市の堀之内から御前崎市の池新田までを軽便鉄道が走って

いました。「オット」というのは、軽便鉄道で使われていたディーゼル機関車の愛称です。

明治時代に東海道本線が開通して菊川の駅が出来ましたが、道路整備や自動車が未発達の

時代だったので、支線としての鉄道が必要でした。そのため、堀之内から池新田まで鉄道

を敷き、ディーゼル機関車を走らせることになりました。そこで活躍したのが「オット」

です。小柄で色や形も可愛らしく、当時の人々からとても愛されていました。しかもディ

ーゼル機関車が客車を引いて走ったのは、この菊川市に敷かれた軽便鉄道が日本で初めて

だったそうです。こんなにも誇らしい「オット」でしたが、道路整備や自動車の発達が進

み、わずか１２年でその役目を終えてしまいました。 

今となっては、「オットの道」と名付けられた線路跡や佐栗谷隧道というトンネルの一部が

残っているだけで、ほとんどその名残を見ることはできません。しかも佐栗谷隧道は、夏

場は草に覆われ、御前崎市側の入口は既に埋められています。菊川市側の入口は現存しま

すが、菊川市が設置したバリケードで塞がれており、立ち入ることはできない状態です。

中には水が貯まってしまい、廃墟と言わざるを得ない状況です。赤レンガ倉庫と並ぶこの

菊川市の歴史的な遺構が、このような状態のままになってしまっているのは、一鉄道ファ

ンのぼくにとって、とても悲しいことです。ぼくにとって「オット」の存在は、菊川市の

深蒸し茶よりも、深くて味わい深いものなのです。 

そこでぼくは、この「オット」と「佐栗谷隧道」を菊川市の歴史遺産として復活させるべ

く、「佐栗谷隧道」の周辺に「オット博物館」を創ることを提案します。博物館を創ること

で、菊川市の人たちに「オット」の魅力や歴史的価値についてもう一度理解してもらうこ

とができるとともに、将来ここが菊川市の代表的な観光施設の一つになれば、県外の人た

ちも興味をもって菊川市にたくさん来てくれるのではないかと考えます。 

具体的には、博物館内に「オット」についての概要や歴史的な資料を展示したり、運転席

で写真を撮れるようなブースを作ったり、昔の菊川市内を乗車している気分を味わえるよ

うな映像シアターを設置したりすると、家族で楽しく過ごせる博物館になり、「オット」の

魅力を広げることができるのではないかと思います。また、おみやげコーナーで「オット」

のプラレールや停車駅の看板のレプリカなど、レアな商品を販売することで全国の鉄道フ

ァンにも足を運んでもらえるような博物館になると思います。博物館の外では、模型を走

らせて実際に乗車体験ができる場所を造ったりするのもいいと思います。 

また、「佐栗谷隧道」について、ぼくは、修復して中が見られるようになればそれで十分嬉

しいのですが、担任の先生は、修復をしてトンネルの中にオシャレなカフェを作り、「佐栗

谷隧道カフェ」として営業すれば、若い人たちも興味をもって足を運んでくれるのではな

いかと言っていました。 

このような理由から、ぼくは「オット」と「佐栗谷隧道」を、菊川市の大切な歴史遺産と

して復活させることを提案します。 
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「応援で みんな楽しく みんな笑顔の菊川市」 

 

横地小学校６年１組 八木 彩文 

 

 私が望む未来の菊川は、『応援で みんな楽しく みんな笑顔の菊川市』です。 

 今、何かに悩んだり、自分に自信が持てなかったりしている人はいませんか？ 

私は、体操の発表会の前日、自分の演技に自信が持てず、悩んだことがありました。そん

な時、自分に力を与えてくれたのが｢バラエティ番組｣のようなおもしろい番組や楽しい動

画でした。それを見ていると、自分を応援をしてくれているように感じて、自分の悩みも

なかったようにすっきりしてくるのです。そして、自分に自信が持てるようになり、知ら

ず知らずのうちに自分が笑顔になっていることに驚きました。 

そんな自分の体験から、私の住んでいるこの菊川市のみんなにも、何にでも自信を持っ

て笑顔で生活をしてほしい！悩んだり、自信がなくなったりした時には、みんなで応援し

て笑顔になってほしい！と思いました。私は、この菊川市を、応援で、楽しく、笑顔いっ

ぱいの市にしたいと強く思ったのです。 

そこで、私は 2つのことを提案します。 

１つ目は、小学校、中学校、高校などに｢菊川市の応援クラブ、または、応援部｣を立ち

上げることです。ここでの活動は、歌やダンスなどの笑顔・応援プログラムを考えて、み

んなに披露し、みんなを笑顔にすることが目的です。 

そして、みんなが参加できる会も企画します。小学校、中学校、高校などの｢応援クラブ、

または、応援部｣のみんなで考え、企画し、菊川市のみんな、お年寄りから小さい子まで誰

でも参加することができるようにします。毎日の活動の中で考えた応援プログラムを披露

し、誰もが自信を持ち、誰もが前向きにがんばれるように応援していきます。 

２つ目は、きくのんにもこの笑顔・応援プログラムに参加をしてもらうということです。

きくのんは 2016 年ゆるキャラグランプリで全国 14 位、ご当地ゆるキャラでは 11 位、そし

て、なんといっても静岡県で 1位をとっている有名なゆるキャラです。誰からも愛されて

いるきくのんにもぜひこの企画に参加してもらい、菊川市のみんなを笑顔にしてほしいと

思います。 

そこで私は、きくのんの応援ユニフォームを考えてみました。どうでしょうか？きくの

んがそのユニフォームを着て、様々な企画に参加し、みんなと触れ合ったり、遊んだりす

るだけでもみんなが笑顔になれると思います。時にいろいろな園や学校、施設にも「応援

クラブ、または、応援部」のみんなと訪問して、楽しい時間を過ごすことで、嫌なことや

辛いことでネガティブになっていた人が元気になれると思います。前向きになるためには

まず笑顔にならないと駄目だと思うので、きくのんと一緒に活動をしたいと思いました。 

私はこの菊川市がもっと楽しく、笑顔あふれるまちになってほしいです。提案したことが

実現できるように、みんなの役に立てる人になりたいと思います。 
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「お茶やお米を学べる博物館をつくるには」 

 

小笠北小学校６年１組 松本 大輝 

 

 ぼくは、お茶やお米をくわしく学べる博物館をつくったらいいと思います。なぜなら、

菊川市はお茶やお米は有名だけど、お茶やお米について知っている人はあまりいないと思

うからです。そこで、博物館をつくって、菊川市のお茶やお米を世界中の人たちに知って

もらいたいと考えました。 

 博物館をつくる良いところの一つ目は、お茶とお米の生産が有名だということです。そ

んな場所に、お茶とお米のことを学べる博物館が菊川市にあれば、全国の人が来てお茶と

お米について知ってもらえるし、菊川が有名になると思うからです。二つ目の良いところ

は、この博物館によって人口が増えることです。博物館をつくれば、いろいろな人が来て

くれて人口が増え、もしかしたら菊川市に住む人が増えるかもしれないからです。三つ目

の良いところは、菊川市がにぎやかになることです。菊川市にお茶とお米の博物館があれ

ば人口が増え、子どもが増えていくかもしれません。子どもが増えれば、にぎやかになる

からです。そして、子どもが増えた方が、将来は仕事や社会に役立つからです。四つ目の

良いところは、世界中の人がお茶とお米をくわしく知っている人が増えていくことです。

お茶とお米をくわしく知るためには、博物館に来てもらい、お茶とお米の歴史や作り方を

くわしく学んでもらえばいいと思います。そうすれば、たくさんの人がお茶やお米を知り、

菊川市がお茶やお米でいっぱいになって、今よりも良くなると思うからです。五つ目の良

いところは、農家の人が喜んでくれる事です。お茶やお米を知っている人が増えれば、農

家になる人も増えて作業が今よりも楽になると思うからです。それに農家の人に博物館に

来てもらい、作業をどうすればお茶やお米がおいしくなるかを教えてもらい、よりおいし

く生産量も増えると思うからです。六つ目の良いところは、お米とお茶を好きになってく

れる人が増えることです。今やお茶やお米がきらいな人がいるかもしれないけれど、博物

館をつくることで、お茶やお米を知って好きになってくれる人が増えてくれるかもしれな

いからです。 

 このように博物館をつくった方が、菊川市が良くなると思います。博物館をつくるには

今使っていない田んぼや工場の跡地につくったらいいと思います。博物館をつくることで、

菊川市がよくなることがたくさんあるので、ぼくはつくった方がいいとおもいます。 


